
お 知 ら せ
平成２５年４月１２日

津和野町の歴史的風致維持向上計画が新たに大臣認定されました！

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづくり

法 」第 条に基づき、計画認定申請された島根県津和野町の歴史的風致維持向上計） 5

画について、 月 日に主務大臣（文部科学大臣、農林水産大臣、国土交通大臣）4 11

から認定されましたのでお知らせ致します。

これにより、全国の歴史的風致維持向上計画の認定数は 市町となり、中国地方38
では、７市町（山口県萩市、岡山県津山市、岡山県高梁市、島根県松江市、広島県尾

道市、広島県竹原市、島根県津和野町）となります。

今後は、認定計画に基づき国の支援施策等を活用した歴史まちづくりが推進されま

す。

（詳細は別添資料のとおり）

＜問い合わせ先＞

中国地方整備局

建政部 都市・住宅整備課【担当：峰嵜、梅谷】

： （内線 ， ）Tel 082-221-9231 6162 6165



歴史的風致維持向上計画の認定について 

 

平 成 ２ ５ 年 ４ 月 

国土交通省・文部科学省・農林水産省 

 

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづく

り法）」は、地域の歴史的な風情、情緒を活かしたまちづくりを支援すべく平成

２０年５月に公布され、同年１１月に施行されました。 

この法律は、我が国固有の歴史的建造物や伝統的な人々の活動からなる歴史的

風致について、市町村が作成した歴史的風致維持向上計画を国が認定することで、

法律上の特例や各種事業により市町村の歴史まちづくりを支援するものであり、

これまで金沢市、高山市等３５市町の計画を認定しています。 

このたび、法第５条に基づき認定申請があった岐阜県岐阜市、長野県長野市、

島根県津和野町の歴史的風致維持向上計画について４月１１日に認定を行いま

す。これにより歴史的風致維持向上計画の認定数は３８市町となります。なお、

今回認定を受ける各市町の歴史的風致維持向上計画については、国土交通省、文

化庁及び各市町のホームページに１１日以降に公開されます。 

・国土交通省 HP：http://www.mlit.go.jp/crd/rekimachi/nintei/nintei.html 
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合計：３８都市  
 

図 歴史的風致維持向上計画の認定状況 

別添資料 

http://www.mlit.go.jp/crd/rekimachi/nintei/nintei.html


【善光寺御開帳期間中の祭礼】 

【藩校養老館前で行われる鷺舞】 

【長良川で行われる鵜飼】 

■各市町の計画の概要（申請順） 

 

○ 岐阜市歴史的風致維持向上計画（岐阜県岐阜市 認定申請日 H25.3.6） 

史跡「岐阜
ぎ ふ

城跡
じょ うあ と

」を含み、岐阜まつり等の祭礼や岐阜提灯

等の伝統工芸が受け継がれ歴史的町割りや建造物が残る岐

阜城下町、1300 年以上続く鵜飼が行われる長良川や鵜匠が

住む鵜飼屋
う か い や

地区の区域を重点区域とし、岐阜公園の再整備、

歴史的建造物の修理・修景に対する助成、長良川鵜飼伝承

館における鵜飼文化の情報発信、岐阜提灯の振興事業等が

位置付けられています。 

 

 

○ 長野市歴史的風致維持向上計画（長野県長野市 認定申請日 H25.3.7） 

国宝「善光寺
ぜ ん こ う じ

本堂
ほ ん ど う

」等を含み、善光寺御開帳
ご か い ち ょ う

や戸隠
と が く し

神社
じ ん じ ゃ

式年
し き ね ん

大祭
た い さ い

等の祭礼が受け継がれ、寺社や宿坊等の歴史的

建造物が残る「善光寺・戸隠地区」、史跡「松代
ま つ し ろ

城跡
じょ うあと

」等を含

み、松代城下町を流れる水路を活用した伝統的な水利用

や  町
ま ち

川田
か わ だ

神社の御柱
おんばしら

祭
さ い

等の活動が受け継がれ、武家屋

敷や宿場の町並みが残る「松代・若
わか

穂
ほ

川田
か わ だ

地区」、重要文化

財「白
し ら

髯
ひげ

神社本
じ ん じ ゃ ほ ん

殿
で ん

」を含み、白髯神社の祭礼等が受け継がれ、

歴史的な民家等の建築が残る「鬼無里
き な さ

地区」の３箇所を重点区域とし、重要文化財「善

光寺経蔵
き ょ う ぞ う

」の保存修理、道路の美装化・無電柱化、鬼無里地域の伝統的な祭礼の情報

発信等の事業が位置付けられています。 
 

 

○ 津和野
つ わ の

町
ちょう

歴史的風致維持向上計画（島根県津和野町 認定申請日H25.3.8） 

重要文化財「八幡宮
は ち ま ん ぐ う

本
ほ ん

殿
で ん

」、史跡「津和野
つ わ の

城跡
じょ うあと

」等を含み、

重要無形民俗文化財「津和野
つ わ の

弥栄
や さ か

神社
じ ん じ ゃ

の鷺
さ ぎ

舞
まい

」や津和野

踊り等の祭礼が受け継がれ、藩校
は ん こ う

養老館
よ う ろ う か ん

や町屋建築が残る

津和野城下町やその背景となり津和野の景観を形づくる青野
あ お の

山麓
さ ん ろ く

の区域を重点区域とし、藩校養老館の保存修理・活用、

青野山麓から城下町への眺望を生かした広場・散策路整備、 

伝統行事の活動支援等の事業が位置付けられている。 

 



⑦春日神社と奴道中 ②弥栄神社と鷺舞（近世の建築と祭礼行事） ①鷲原八幡宮と流鏑馬（中世の神社と祭礼行事） 
重要文化財のある鷲原
八幡宮には中世からの
馬場もあり、毎年４月

の第２日曜日に、鎌
倉・鶴岡八幡宮より勧
請された流鏑馬神事が

行われます。 

１ 街の歴史的風致 

津和野町の維持及び向上すべき歴史的風致 

 津和野町は、山間の盆地や平坦地、斜面地に街や集落を築いてきた地域であり、いずれも小規模な空間で、地域の中に点在し、地形的には高津川やそ
の支流が、街や集落をつなぐような構造となっています。近世においては津和野藩が置かれ、わずか４万３千石の小藩でしたが、先人達は開明の気質
を持って、産業や文化、人材を育ててきました。こうした歴史的風土の中で、鷲原八幡宮の流鏑馬や津和野弥栄神社の鷺舞、津和野踊、神楽などの伝
統行事や民俗芸能が、城下町の風情を残す街並みや歴史的建造物などを舞台に継承されてきており、固有の歴史的風致を形成しています。 

③旧城下町と仏教行事 

⑤松林山天満宮と奴行列   

④カトリック教会関連建造物と 
            乙女峠まつり 

⑥造り酒屋と酒づくり 

２ 野と山の歴史的風致 

⑧青原八幡宮と祭礼行事 

⑩三渡八幡宮と柳神楽 

⑪須川八幡宮と田植え囃子 

⑫永森山八幡宮と田植え囃子 

⑬左鐙八幡宮と神楽 

流鏑馬神事 

重要無形民俗文化財の津
和野弥栄神社の鷺舞は、
毎年７月20日と27日に

弥栄神社や歴史的建造物
が数多く残る旧城下町で
行われます。 

津和野弥栄神社の鷺舞 

殿町通りをはじめとし
た旧城下町では、仏教
行事として４月の花ま

つり、盆の津和野踊
（県指定無形民俗文化
財）が、宗派を超えて

行われます。 

津和野踊（盆おどり） 

乙女峠の坂を上る信者たち 

乙女峠まつりは、
毎年５月３日に
開催され、津和

野カトリック教
会（登録有形文
化財）をスター

トし乙女峠まで
行進し、ミサが
行われます。 

奴行列は、毎年11
月23日に近い日曜
日に、殿町や本町通

りなど旧城下町で行
われます。参勤交代
を模したものです。 

殿町通りと奴行列 

旧城下町一帯では、青野山の伏
流水が各所に湧き出ており、現
在も４軒の酒造場が、登録有形
文化財を含む歴史的建造物を利
用して酒造りを行っています。 

網代 日原奴道中 

青原八幡宮（本殿
は江戸時代の建築)
の秋の大祭では、
奴道中と山車を引
く網代が、八幡宮
を出発し旧山陰道
などを練り歩きま
す。 

奴道中は、毎年11月
の第２日曜日に、春日
神社（本殿は江戸中期

建築）をスタートし、
長持唄に合わせて、日
原地区を練り歩きます。 

⑨冨長山八幡宮と秋祭り 

華泉酒造場（登録有形文化財） 
柳神楽 

田植え囃子 

田植え囃子 

左鐙神楽（大蛇） 
鷲原八幡宮楼門 
（重要文化財） 

冨長山八幡宮（本殿は
江戸後期建築）の秋の
大祭では、地芝居や歌
舞伎などの奉納余興が、
境内で行われます。 

三渡八幡宮（本殿
は県有形文化財）
では、県無形民俗

文化財の柳神楽が、
秋の大祭などで行
われます。 

須川八幡宮（本殿
は江戸後期建築）
の秋祭りの奉納と

して、田植え囃子
が行われます。 

永森八幡宮(社殿は
明治初期の建築)で
は、10月の例祭に

合わせて田植え囃
子が行われます。 

左鐙八幡宮(社殿は
明治初期の建築)の
秋祭りでは、八調

子の神楽13演目が
行われます。 

地芝居 



７ 津和野駅周辺整備事業 
 ○案内施設、トイレ、 
  広場の整備 
 ○歩道の整備・修景 
  
 
 

８ 見晴らし広場整備事業 
 ○老朽建物の除去 
 ○跡地の見晴らし広場 
  としての整備 
 
 

９ 棚田公園（仮称）整備事業 
 ○休憩や交流、街並み 
  の眺望の場などとし 
  て活用できる広場や 
  休憩施設、歩行者空 
  間等の整備 
 
 
10 水路修景・改良事業 
 ○花ショウブのある水 
  路の修景・整備 
 ○良好な水質の確保と 
      鯉の生育環境の向上  
 
 
 
 
11 旧城下町等サイン整備事業 
 ○案内板、説明板、誘 
  導標識等の計画的な  
  整備 
 

 

 
 
12 伝統行事・民俗芸能支援事業 
 ○関係団体(活動)助成 
 ○衣装､備品等の収納､ 
   練習の場などの整備 
     ・充実の支援 

Ⅳ 歴史的風致に関わる調査や活動支援
及び啓発 

１ 藩校養老館保存修理事業 
 ○建物南側：全面解体による保存修理及     
  び改変箇所の復元 
 ○建物北側：老朽・き損箇所等の保存修 
  理及び改変箇所の復元 
２ 藩校養老館活用事業 
 ○史料等の展示や説明 
 （ガイダンス機能）、  
  津和野学・地域学、 
  生涯学習の場など 
  としての活用 
 

 
３ 津和野藩邸跡・公園整備事業 
 ○庭園と大手門の復元 
  及び緑地や便益施設、 
  案内表示板の一体的 
  整備 

 

 

４ 津和野歴史的風致地区防災対策事業 
 ○消火栓や防火水槽な 
  ど地区防災施設の整 
  備 
 
 
 
 
 
５ 空き家再生事業 
 ○空き家の再生に関わ 
  る修繕 
 
 
 
６ 休憩施設等整備事業 
 ○旧ＳＬ館（現在空き家）の撤去 
 ○跡地に休憩や情報提 
  供（案内）の場など 
  として利用できる小 
  公園を整備 

Ⅰ 歴史的建造物の保存及び修理等 

旧城下町内にある空き家 
 

津和野町の重点区域における施策・事業の概要 
名称：津和野歴史的風致地区  面積：約1,113ha 

嘉楽園（藩邸跡） 

旧ＳＬ館 

Ⅱ 歴史的な風情を伝える良好な環境の保
全・形成 

津和野藩校養老館 

Ⅲ 回遊性の向上と歴史文化ネットワーク
の構築 

津和野駅 

旧城下町の眺望 

国道９号から見る棚田と街の風景 

鯉が泳ぐ水路 

既存の案内板 

津和野弥栄神社の鷺舞 

永明寺 

津和野歴史的風致地区の 
事業位置図 





市街地の



※

※重点区域とは「重要文化財、重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物として指定された建造物の用に供される土地」
　又は「重要伝統的建造物群保存地区内の土地の区域」と、「その周辺の土地の区域」のことをいう。

※一部、地域自主戦略交付金に移行されている事業がある

（国が策定）

国が策定する

城跡（史跡）城跡（史跡）



法





卯辰山麓地区（旧観音町）

市内の小中学生を対象に、市
指定無形文化財の加賀宝生を
月2回・2年間教える。

「太宰府市歴史的風致維持向上計画」 計画期間：平成22年度～31年度
計画紹介： ���������������������� �
������
������!�"��������������	������ ������	


計画紹介： ��������������������������
�������������������
�����  ������#

福岡県太宰府市

太宰府市の維持向上すべき歴史的風致

　「太宰府市歴史的風致維持向上計画」では、大宰府設置以来１３００年以上
の歴史を有し、太宰府天満宮神幸式や「さいふまいり」と呼ばれる太宰府参詣、厄
除けの梅あげなどの梅にまつわる習慣、名物梅ヶ枝餅などの門前の賑わいといっ
た人々の営みが今に息づく大宰府関連史跡及び太宰府天満宮とその門前の歴
史的環境を有する地域を重点区域とし、歴史的風致形成建造物等の保存修理
や大宰府跡・水城跡・大野城跡周辺の整備等の事業が位置付けられています。

　太宰府市は、大陸への門戸である玄界灘の近くながら、山 に々囲まれた盆地状の地に、大宰府が設置されて以来１３００年以上の歴
史の中で、宝満山や四王寺山などの自然環境や大宰府関連史跡や太宰府天満宮とその門前などの歴史的環境が伝えられてきてい
ます。これらの環境と一体となって「太宰府天満宮神幸式」や史跡地周辺を辿る「さいふまいり」など伝統を引き継いだ人々の営みが展
開され、太宰府の歴史的風致を形成しています。

神幸式行列 大宰府跡

歴史的風致形成建造物等の保存修理

社寺・伝統家屋等の保存修
理（写真：観世音寺）

「門前の生活」の歴史的風致維持向上

幸ノ元・溝尻水路保存修理
事業（写真）等

大宰府跡・水城跡・大野城跡周辺の整備

散策路・サイン整備・緑化保
全事業等

重点区域
名称 ： 太宰府市歴史的風致維持向上地区
面積 ： 約850ha

特別史跡水城跡特別史跡水城跡

特別史跡大宰府跡特別史跡大宰府跡

太宰府天満宮太宰府天満宮

特別史跡大野城跡特別史跡大野城跡



重点区域
名称 ： 斎宮跡周辺地区
面積 ： 約215ha

「明和町歴史的風致維持向上計画」 計画期間：平成24年度～32年度
計画紹介： ������������
���	�����	�������
	������� ������	�
������	������������	


三重県明和町

明和町の維持向上すべき歴史的風致

　「明和町歴史的風致維持向上計画」では、史跡「斎宮跡」、三重県指定史跡
「坂本古墳群」を含み、神聖な場所として古くから住民に守り続けられている斎王
の森・竹神社や斎宮復興運動の拠点となった地域を重点区域とし、斎宮跡の建
造物や古代伊勢道の復元、坂本古墳群の史跡公園としての整備、史跡内から流
末河川に至る幹線排水路の整備、誘導案内板の整備、伊勢街道沿いの歴史的
建造物の実態調査等の事業が位置付けられています。

　明和町は、古くは全域が伊勢神宮の神領となっており、古代から中世にかけて、天皇に代わり、伊勢神宮の天照大神に奉仕するため、歴代天皇の
即位ごとに伊勢に遣わされた「斎王」の御殿とその事務を取り扱う役所（斎宮寮）からなる「斎宮」が置かれていました。近世においては、「斎宮」があ
った斎宮村をはじめとした５か村は、伊勢神宮の直轄地（神宮領）として残り、伊勢神宮と密接なかかわりを持って発展してきました。
　こうした歴史的背景から、斎王制度が廃絶した後も斎宮の旧跡地では、地域住民による保存顕彰活動が受け継がれています。また、町内には伊勢
神宮と深い関わりのある土器や織物の生産、大淀祇園祭などの民俗行事が歴史的建造物と一体となって明和町の歴史的風致を形成しています。

史跡東部整備事業

柳原区画の最盛期の姿を
復元

坂本古墳公園整備事業

坂本古墳群を史跡公園とし
て整備

幹線排水路等整備事業

幹線排水路を改修

「多賀城市歴史的風致維持向上計画」 計画期間：平成23年度～32年度
計画紹介： ���������������������
�	��������������������� �����	������������	


宮城県多賀城市

多賀城市の維持向上すべき歴史的風致

　「多賀城市歴史的風致維持向上計画」では、特別史跡「多賀城跡附寺跡」を
中心に、江戸時代以来の地割りや農村集落としての佇まいを残す集落、地域の
人々の営みに重要な役割を果たしてきた貞山運河や塩竈街道を含む区域を重
点区域とし、多賀城跡における南門復元、南北大路整備事業等が位置付けられ
ています。また、震災復興を図る際に、良好な景観を形成するため、塩竈街道等の
道路美装化や、板倉・石倉・土蔵等の保存・修復助成等も位置付けられています。

　多賀城市では、神亀元年（７２４）、仙台平野を望む丘陵上に東北地方の政治・軍事の中心として「多賀城」が設置された後、江戸時
代から保護顕彰活動が続けられ、特別史跡や歌枕などの歴史的環境が良好な状態で伝えられています。そして、これらと折り重なるよ
うに、塩竈街道を舞台に繰り広げられる陸奥総社宮の祭礼、貞山運河の水運、農村集落としての習俗が、歴史的建造物と一体となって
良好な市街地の環境を形成しています。

多賀城政庁跡 塩竈街道を巡行する神輿

多賀城南門復元事業

多賀城南門（特別史跡）の
復元事業

塩竈街道修景事業

震災復旧を図る上で、道路
美装化、説明板設置、板塀
復原等を実施

板倉等調査・保存・活用事業

被災した板倉・石倉・土蔵等
の調査、保存・修復への助成
を実施

史跡斎宮跡史跡斎宮跡

重点区域
名称 ： 多賀城市歴史的風致維持向上地区
面積 ： 約327ha

多賀城跡附寺跡多賀城跡附寺跡

貞山運河貞山運河

末の松山末の松山

特別史跡特別史跡

沖の井（沖の石）沖の井（沖の石）

斎宮成立期と方格地割 奉祝祭の様子（昭和27年撮影）



石川県金沢市

 

岐阜県高山市

熊本県山鹿市

高知県佐川町  三重県亀山市 

山口県萩市  

滋賀県彦根市

 

愛知県犬山市

岡山県津山市

茨城県桜川市 

滋賀県長浜市

群馬県甘楽町 

岡山県高梁市  

徳島県三好市  

福岡県太宰府市  

福島県白河市
 

島根県松江市 富山県高岡市

 

神奈川県小田原市
 

埼玉県川越市 

宮城県多賀城市
 

岐阜県美濃市 

佐賀県佐賀市  

長野県東御市 

三重県明和町

広島県竹原市  

広島県尾道市  

長野県下諏訪町 

京都市

茨城県水戸市 

青森県弘前市

岐阜県恵那市 

長野県松本市
京都府宇治市 愛媛県大洲市  

歴史的風致維持向上計画認定状況 � 平成24年10月末現在

市町村名 
金沢市 
高山市
彦根市
萩市
亀山市
犬山市 
下諏訪町
佐川町
山鹿市
桜川市

認 定 日

H21. 1.19 

H21. 3.11 

市町村名 
津山市
京都市
水戸市
長浜市
弘前市
甘楽町
高梁市
太宰府市
三好市 

認 定 日
H21. 7.22 
H21.11.19

H22. 2. 4 

H22. 3.30

H22.11.22

市町村名 
白河市 
松江市 
恵那市 
高岡市 
小田原市 
松本市 
川越市 
多賀城市 

認 定 日

H23. 2.23 

H23. 6. 8 

H23.12. 6 

市町村名 
宇治市
大洲市
美濃市
佐賀市
尾道市
竹原市
明和町
東御市

認 定 日

H24. 3. 5 

H24. 6. 6
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toshi

URL : http://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/binosato/b_rekimati/index.html
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認定状況


